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あなたと町を結ぶ広報
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東日本大震災追悼式

なみえ３.11復興のつどい

町長からのメッセージ

町長から行政報告をしました

法律知識／賠償はお済みですか？

新年度の役場事務組織

平成29年度予算のあらまし

浪江町議会議員一般選挙

みんなでともに乗り越えよう

犬の登録と狂犬病予防注射

子どもたちの通学・通園について／こども園建設について

保健だより

みんなの図書館／ごみの分別／家屋等の解体

まちの話題／まるしぇコーナー

情報ぴっくあっぷ

浪江のこころ通信 

連絡先一覧
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今月の表紙 

卒業おめでとう（３月13日 浪江中学校卒業式）
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山田芸能保存会　山田のじゃんがら念仏踊り

浪江町芸能祭の発表

原田直之
ミニコンサート

仮設住宅や借上げ住宅の自治会の
皆さんが作った手芸作品が展示さ
れ、キーホルダー作りの体験教室
には多くの人が集まっていました

絵画クラブの皆さんが制作した作品の展示
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平
成
二
十
三
（
西
暦
二
〇
一
一
）
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六

分
、
福
島
・
宮
城
・
岩
手
を
中
心
に
最
大
震
度
七
の
地
震
が
発
生
し

た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
家
屋
は
倒
壊
し
、
道
路
は
寸
断
さ
れ
た
。
そ
の

約
四
十
分
後
に
浪
江
町
沿
岸
に
津
波
の
第
一
波
が
到
達
し
た
。
第
二
波

が
襲
来
し
た
後
、
さ
ら
に
高
さ
十
五
ｍ
を
超
す
大
津
波
が
町
を
襲
っ

た
。
住
民
に
は
こ
れ
ま
で
大
津
波
被
災
の
記
憶
は
な
く
、
避
難
が
遅
れ

大
津
波
に
驚
愕
し
、
請
戸
・
中
浜
・
両
竹
・
南
棚
塩
の
集
落
は
全
て
の

み
込
ま
れ
た
。

　

翌
十
二
日
に
は
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
、
国
か
ら
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
た
め
、
住
民
は
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
捜
索
や
救
助
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
地
震
と

津
波
に
よ
り
、
住
民
百
八
十
二
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。
私
達
は
、

災
害
は
再
び
必
ず
や
っ
て
く
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。　

　

こ
こ
は
太
古
の
昔
か
ら
人
が
住
み
、
青
い
海
と
白
い
砂
浜
を
眺
望
で

き
る
所
で
あ
る
。
こ
の
地
に
、
犠
牲
者
の
御
霊
を
慰
め
る
と
と
も
に
、

先
人
が
愛
し
た
豊
穣
の
大
地
と
海
を
慈
し
み
、
浪
江
町
の
復
興
を
願

い
、
こ
の
碑
を
建
立
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
十
一
日　

建
立
者　

浪
江
町
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東
日
本
大
震
災
追
悼
式
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平成29年３月　浪江町議会定例会で
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浪

江

町

長　

馬
　

場
　

　

　

有

町民の皆さんへ

３
月
11
日
の
追
悼
式
を
前
に
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
あ
の
日
、
原
発
事
故
を
逃
れ
て
避
難

し
た
津
島
地
区
で
見
上
げ
た
時
の
真
っ
青
な
空
を
思
い
出
し
ま
す
。

中
通
り
と
は
同
じ
季
節
で
も
浜
の
気
候
は
違
い
ま
す
。
震
災
か
ら
６
年

が
経
過
し
た
今
も
、
町
内
で
見
る
青
空
は
当
時
と
変
わ
ら
ず
、
太
陽

の
輝
き
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

ま
も
な
く
春
本
番
、
桜
の
花
が
咲
き
誇
り
、
世
間
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

町
は
、
「
本
格
復
興
期
」
と
位
置
付
け
た
４
年
間
の
初
年
度
を
迎

え
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。
４
月
よ
り
、
浪
江
町
内
で
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
を
十
分
行
い
、
復
興
の
加
速
化
を
さ
ら
に
図
る
た

め
、
役
場
機
能
の
大
部
分
を
本
庁
舎
へ
移
し
ま
す
。
自
分
た
ち
の
故

郷
を
荒
廃
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
町
内
で
生
活
し
て
い
る
方
だ
け
で

な
く
、
町
内
へ
行
き
来
す
る
方
の
た
め
に
も
、
一
日
も
早
く
町
内
の

環
境
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
「
浪
江
町
復
興
計
画
【
第
２
次
】
」
、
「
中
心
市
街
地
再
生

計
画
」
等
の
各
種
計
画
な
ど
の
具
現
化
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。
特

に
、
産
業
振
興
や
絆
づ
く
り
を
重
点
的
に
進
め
、
医
療
や
介
護
関
係

つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
絆
づ
く
り
は
、
町
内
で
生
活
を
す
る
方
が
孤
立
感
を
感

じ
な
い
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
音
楽
会
な
ど
の
交
流
の
機
会
を
つ

く
っ
て
い
く
考
え
で
す
。
十
日
市
の
よ
う
な
祭
り
を
町
内
で
再
び
開

催
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
多
く
の
方
が
ふ
る
さ
と
へ
集
う
機
会
に

も
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
事
情
に
よ
り
避
難
先
で
の
生
活
を
続
け

る
方
向
け
の
施
策
と
し
て
は
、
避
難
指
示
解
除
以
降
も
町
と
の
絆
を

維
持
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
避
難
先
で
の
交
流
会
や
イ
ベ
ン
ト
等

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

復
興
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
、
ま
ち
の
基
盤
を
残
す
「
ま

ち
の
こ
し
」
を
意
識
し
な
が
ら
、
徐
々
に
復
興
、
そ
し
て
「
ま
ち
お

こ
し
」
と
い
う
ス
テ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
浪
江
町
に
は
、

請
戸
の
田
植
え
踊
り
や
各
地
区
の
神
楽
な
ど
、
豊
か
な
文
化
と
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
震
災
前
に
行
わ
れ
て
い
た
町
内
行
事
な
ど
を
再
開

し
、
次
の
代
に
浪
江
町
を
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浪
江
町
は
、
こ
こ
か
ら
が
復
興
へ
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
。
職
員
一

丸
と
な
り
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
精
神
で
復
興
に
努
め
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
全
国
の
皆
さ
ま
に
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
ま
す
ま
す
浪
江
町
の
復
興
に
関
わ
る
方
の

力
が
必
要
で
す
。
「
百
年
の
大
計
」
の
絵
姿
を
皆
さ
ま
と
描
き
な
が

ら
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
支
援
ご

厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
を
迎
え
、
何
か
と
お
忙
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
花
冷
え

に
風
邪
な
ど
召
さ
れ
ま
せ
ぬ
よ
う
お
体
に
は
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

�����������������
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������������

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
は
、

遺
産
全
て
を
配
偶
者
が
受
け
継
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
も
、
子
が
１
人
で
あ
れ
ば
、

そ
の
者
が
全
て
の
遺
産
を
受
け
継
ぎ
ま

す
。
子
が
複
数
い
る
場
合
、
民
法
は
子
の

間
の
取
り
分
を
平
等
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
子
が
２
人
の
場
合
は
２
分
の
１
ず
つ
、

３
人
の
場
合
は
３
分
の
１
ず
つ
、
４
人
の

場
合
は
４
分
の
１
ず
つ
、
遺
産
を
受
け
継

ぐ
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
以
前
は
、
非
嫡
出
子
（
婚
姻
関

係
に
な
い
男
女
の
間
に
産
ま
れ
た
子
ど

も
、
例
え
ば
愛
人
の
子
）
の
取
り
分
は
、

嫡
出
子
（
婚
姻
関
係
に
あ
る
男
女
に
産
ま

れ
た
子
ど
も
）
の
取
り
分
の
２
分
の
１
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
２５
年
に
最
高

裁
判
所
で
違
憲
判
決
が
出
て
民
法
が
改
正

さ
れ
、
非
嫡
出
子
と
嫡
出
子
の
取
り
分
は

平
等
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
次

回
以
降
に
説
明
し
ま
す
。

　
前
回
ま
で
に
、
誰
が
相
続
人
と
な
る
の

か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

民
法
が
各
相
続
人
の
取
り
分
を
ど
の
よ
う

に
定
め
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
取
り
分
に
つ
い
て
、

民
法
で
は
「
相
続
分
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ

て
い
ま
す
。
本
稿
で
も
「
相
続
分
」
と
表

現
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
さ
て
、
前
回
ま
で
の
説
明
を
思
い
出
し

て
く
だ
さ
い
。
相
続
人
の
パ
タ
ー
ン
は
、

(1)
配
偶
者
の
み
、
(2)
子
の
み
、
(3)
父
母
の

み
、
(4)
兄
弟
姉
妹
の
み
、
(5)
子
と
配
偶
者
、

(6)
父
母
と
配
偶
者
、
(7)
兄
弟
姉
妹
と
配
偶

者
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
遺
産
の
分

け
方
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ
説
明
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
最
も
単
純
な
の
で
、

最
初
に
説
明
し
ま
す
。
民
法
は
重
婚
を
認

め
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
配
偶
者
の
み
が
相

続
人
と
な
る
場
合
、
相
続
人
は
１
人
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
遺
産
の
分
け
方
を
考
え

相
続
に
つ
い
て
③

（1）
配
偶
者
の
み
が
相
続
人
と
な
る
場
合

（2）
子
の
み
が
相
続
人
と
な
る
場
合

は お済みですか？

賠償請求賠償請求賠償請求 精神的損害賠償第 1回

　東京電力の賠償は損害項目が多岐にわたっています。損害項目別にシリー

ズで解説しますので、ご一読ください。第 1 回は「精神的損害賠償（以下

精損）」です。原発事故時点で浪江町にお住まいだった方が対象となります。

　内　　容

　避難生活を強いられ、生活が不便になってい

ることに対する慰謝料（いわゆる月 10 万円の賠

償）です。事故発生から半年間のうち、避難所・

体育館・公民館に避難していた期間については、

月 12 万円の精損が支払われます。

　この精損には、慰謝料だけでなく避難生活に

よる生活費の増加分も含まれるとされています。

　賠償期間

　旧避難指示解除準備区域・旧居住制限区域は

平成 23 年 3 月～平成 30 年 3 月まで。（以降分

については、「相当期間」を１年と確定せず避難

指示解除後の状況を踏まえて適切に賠償するよ

う、東京電力に対して要求しています）

　帰還困難区域は平成 23 年 3 月～平成 29 年

5 月まで（以降分は「ふるさと喪失慰謝料 700

万円」）となっています。

　 注 意 点

　震災後に新たに誕生したお子さんも、生まれ

た月から賠償期間の終了時まで対象となる可能

性があります。

　震災後に亡くなられた方は、基準日である平

成 24 年 6 月 1 日にご存命であれば、賠償期間

の終了時まで請求の対象となります。基準日より

前にお亡くなりの場合は、亡くなられた月まで請

求可能です。

　請求する際は、以下の東京電力連絡先にご連

絡ください。

　東京電力連絡先

原子力損害賠償全般　  0120（926）404

受付時間：９時～19 時（月～金曜日、祝日を除く）

　　　　  ９時～17 時（土・日曜日、祝日）
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　総務課行政係　　0240（34）0235
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 89億7,502万4千円
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◆ 町民同士、町民とふるさととの絆を維持します

◆ 町民の命・健康を守ります

◆ 町民活動や生活再建を支援します

◆ 安全・安心なふるさとを取り戻します

◆ ふるさとの環境を整え、不自由ない環境をつくります

◆ 災害に強いまちづくりを進めます

◆ なみえの豊かな産業を取り戻します

◆ なみえっ子の健やかな成長を見守ります

主 な事業

●交流・情報発信拠点施設整備事業

●避難生活支援事業

9億1,777万4千円

2億8,425万9千円

●町内外サポートセンター運営事業

●外部被ばく線量測定事業

1億3,360万4千円

1億643万2千円

●津波被災住宅再建支援事業

●ふるさとふくしま帰還・生活再建支援事業

2億2,000万円

3,696万円

●道路橋梁・農業施設災害復旧事業

●町内防犯体制強化事業

8億7,963万2千円

7億3,019万6千円

●災害公営住宅整備事業（幾世橋地区）

●いこいの村周辺整備事業

17億8,927万7千円

7億900万円

●防災集団移転促進事業

●防災行政無線戸別受信機貸与事業

7億4,517万6千円

6,156万円

●水産加工団地整備事業

●産業団地整備事業

23億380万2千円

17億4,760万8千円

●町内学校環境整備事業

●認定こども園整備事業

1億5,403万9千円

2,402万5千円

平成29年度は、次の事業に重点的に取り組んでいきます。

������������������

　 企画財政課財政管財係　　0240（34）0237
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平成29年度

予算の

あらまし

歳入歳出

 268億1,200万円

町税

2億9,513万3千円
前年度比　0.0%

繰入金

74億8,158万1千円
前年度比　105.4%

衛生費

11億3,182万2千円
前年度比　△13.3%

公債費

5億5,809万円
前年度比　△7.6%

その他

35億8,562万4千円
前年度比　14.6%

地方交付税

52億4,072万円
前年度比　17.2%

県支出金

25億1,366万9千円
前年度比　△9.8%

町債

2億5,761万5千円
前年度比　1.3%

その他

3億7,115万6千円
前年度比　5.8%

総務費

59億6,257万4千円
前年度比　218.2%

民生費

29億755万1千円
前年度比　5.2%

農林水産業費

33億803万3千円
前年度比　197.4%

商工費

33億3,611万5千円
前年度比　99.4%

土木費

60億2,219万1千円
前年度比　△31.4%

その他

5億9,102万3千円
前年度比　163.7%

自主財源

依存財源自主財源 その他の内訳

諸　収　入

繰　越　金

使用料及び手数料・分担金及び
負担金

財産収入・寄附金

79万1千円

330万7千円

1,534万7千円

9,849万3千円

2億5,321万8千円

依存財源 その他の内訳

地方特例交付金

その他の交付金

自動車取得税交付金

地方譲与税

地方消費税交付金

3億532万5千円

1億2,000万円

1,404万円

1億5,165万8千円

1億2,196万4千円

7億1,551万8千円

12億2,389万3千円

5億8,161万6千円

8億7,963万2千円

1千円

6,300万円

その他の内訳

議会費

労働費

消防費

教育費

災害復旧費

諸支出金

予備費

一 般会計

国庫支出金

100億6,110万3千円
前年度比　9.2%

22.2％22.2％22.2％

10.8％10.8％10.8％

4.2％4.2％4.2％

12.3％12.3％12.3％

12.4％12.4％12.4％

2.1％2.1％2.1％

22.5％22.5％22.5％

13.4％13.4％13.4％

1.1％1.1％1.1％

27.9％27.9％27.9％

19.5％19.5％19.5％

9.4％9.4％9.4％

37.5％37.5％37.5％

1.0％1.0％1.0％

2.2％2.2％2.2％

1.4％1.4％1.4％
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滞在地（避難先）での不在者投票

避難などで遠方へ行かれている方は、滞在地（避難先）の市区町村で不在者投票をすることができます。

■不在者投票のできる期間　４月14日（金）～４月22日（土）

①投票用紙等を請求する　

　有権者の方には「選挙のお知らせ」を発送していま

す。そこに同封されている「請求書兼宣誓書」に必要

事項を記入し、「浪江町選挙管理委員会行」返信用封

筒に入れて、郵送してください。

【注意】

●請求は不在者投票期間が始まる前でもできますので

お早めに。

●メールやFAXでの請求はできません。

●「請求書兼宣誓書」は町ホームページからもダウ

ンロードできます。

●不在者投票用紙の発送は４月14日からです。

●期日前投票と不在者投票は違います。浪江町が設

ける右記の投票所で期日前投票をする方は、請求

の必要はありません。

②投票用紙等を受け取る

　郵送されてきたレターパック（投票用紙、投票用

封筒（内封筒と外封筒）、不在者投票証明書）を受け

取ってください。

【注意】

●不在者投票証明書が入った封筒は

絶対に開封しないでください。

●自宅等で投票用紙に記載しないで

ください。

③滞在地（避難先）の市区町村で投票する

　受けとったレターパックを持参して、滞在

地（避難先）の市区町村選挙管理委員会で投

票してください。

　詳しい場所は、滞在地（避難先）の市区町

村の選挙管理委員会にお問い合わせください。

【注意】

●避難先の市区町村の選挙管理委員会で投票

できるのは、原則として平日（土・日曜

日、祝日を除く）の勤務時間内（８時30分

から17時まで）ですので、ご注意ください。

ただし、例外的に土・日・祝日や勤務時間外

でも投票できる場合もありますので、最寄の

選挙管理委員会にご確認ください。

●滞在地（避難先）の市区町村から浪江町に

投票済の投票用紙を郵送する必要があるた

め、余裕を持った早めの投票をお願いしま

す。

●不在者投票用紙の交付を受けた後に、「当

日投票」または「期日前投票」をする場合

は、投票用紙等を返還しないと投票するこ

とができませんので、必ず受け取った封筒

一式（レターパック）を持参してください。

郵便等による不在者投票 指定病院等での不在者投票

　都道府県の選挙管理委員会が指定した病

院・老人ホーム等に入院（所）されている方

で、投票日当日投票所へ行くことができない

方は、入院先等で不在者投票ができます。詳

しくは病院・施設等の管理者にお問い合わせ

ください。

投票が
できなく
なります

請求・投票の流れ

　身体等に次のような障がいのある方などは、郵便

等で不在者投票ができる制度があります。また、特

定の方については代理記載をすることができます。

●身体障害者手帳または戦傷病者手帳をお持ちの方

で、障がいの程度が所定の条件に該当する方

●介護保険の被保険者証の要介護状態区分が「要介

護５」と認定されている方

　この制度を利用する場合は、「郵便等投票証明

書」が必要となりますので、事前に証明書の交付を

受けてください。

　なお、郵便等投票証明書には有効期限があります

ので、すでに交付を受けている方で有効期限が切れ

ている方は、早めに更新してください。
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浪江町議会議員
一般選挙の
投票日です

４月23日（日）

浪江町選挙管理委員会

0243（62）0128
選挙に関する問い合わせ
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東京電力の提示金額に納得できない方など、どなたでも当センターをご利用頂けます。

現在の申立て以外の損害についても、申立て可能です。また、裁判よりも手続が簡便かつ
無料※1で、ご本人様お一人でも申立てができます。証拠書類がない場合でも申立て可能で
あり、仲介手続きの中で、センターの調査官が不明な点を丁寧にお伺いします。
手続きが終了している19,671件のうち、８割強である16,272件※2が和解成立に至ってい

ます。 ※１ 送料等の実費は発生します。　※２ 平成29年２月末現在の件数です。

　　　　　　　　避難指示解除準備区域（浪江町）から避難した申立人ら（夫婦と子１
名）について、平成23年４月に南相馬市小高区の実家の両親に子を預けて共働きを始める予
定であったが、原発事故後、両親と離れて避難生活を送ることになったため、避難先での就
労に当たり、子を保育園に預けざるを得ない状況となったことなどを考慮し、子が４歳にな
る平成24年度までの保育料等が賠償された事例（和解事例999）。
※和解事例は、あくまで申立人の個別事情に基づいて和解した例であり、一般的に適用される基準ではありません。

�������

原子力損害賠償紛争解決センター　無料電話　0120（377）155�������

　産業振興課商工労働係　　0240（34）0247

町内町内で営業営業を再開再開しましたしました町内で営業を開始しました

株式会社 さくら不動産

町民の

皆さん
へ

　浪江町で不動産業を創業しました。

　国道114号線沿い、サンプラザさん前に本年

３月に開業いたしました。町民の皆さんの帰

町に向けての支援、事業再開・お店作りのお手伝い、そし

て浪江町全体の復興に“不動産業”として微力ながら参加

してまいります。空き家の活用（空き家バンク）、リ

フォーム・掃除、アパート管理等々不動産でお困りのこと

がございましたら、お気軽にお問合せください。

　
株式会社 さくら不動産　

代表取締役　本城　晋

〒979－1521　浪江町大字権現堂字本城12－１

　 0240（35）4527　　0240（35）4527
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犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
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誠意と技術で奉仕する

東北工業建設株式会社
本　　　社 〒979-1502 浪 江 町 大 字 藤 橋 字 原 59-1

福島事務所 〒960-8252 福 島 市 御 山 字 検 田 5 8 -1

　　　　　 TEL.024-573-4127  FAX.024-573-4128

福島駅→

信夫山
トンネル

←飯坂 IC

ヤマダ電機

福島事務所

ご自宅のお悩みございませんか？

etc・・・ご相談ください！修 繕
お問合せは

担当のおざきまで
お気軽にお電話下さい。

024-573-4127

従
業

員
 

随
時

募
集

中！
  

片付け 清 掃

�����������



浪江認定こども園（仮称）外観イメージ

浪
江
認
定
こ
ど
も
園
に

つ
い
て
（
概
要
）

平
成
29
年
度
以
降
の

子
育
て
に
関
す
る

状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　
町
は
、
子
育
て
に
関
す
る
事
業
検

討
と
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
今
年

度
以
降
の
予
定
や
要
望
等
の
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
い
た
だ
い
た
貴
重

な
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
よ
り
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
子
育
て
支
援
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

調
査
の
概
要

 

●

実
施
主
体
：
浪
江
町

 

●

調
査
対
象
：
未
就
学
児
が
い
る
世

　
　
　
　
　
　

帯
（
5
1
4
世
帯
）

 

●

調
査
時
期
：
平
成
２９
年
1
月
5
日

　
　
　
　
　
　

発
送
〜
1
月
27
日
締

　
　
　
　
　
　

切
（
2
月
28
日
回
収

　
　
　
　
　
　

分
ま
で
反
映
）

 

●

回
収
世
帯
数
：
3
2
1
世
帯

 

●

回

収

率
：
６２
・
４５
％

<

帰
町
に
関
し
て
多
く
見
受
け
ら
れ
た

意
見>

・
町
内
の
放
射
線
量
や
生
活
環
境
の

　
整
備
状
況
に
不
安
が
あ
る
。

・
帰
町
に
つ
い
て
現
時
点
で
は
判
断

　
が
つ
か
な
い
、
検
討
中
。

・
避
難
先
で
の
生
活
に
慣
れ
た
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局

　 

子
育
て
支
援
係

　 

0
2
4
0
（
34
）
0
2
5
2

1
、 

園
舎
概
要 

 

　

●

名　

称　

　
　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
　

　
　

浪
江
認
定
こ
ど
も
園
（
仮
称
）

　

●

場　

所　
　

　
　

双
葉
郡
浪
江
町
大
字
幾
世
橋
字

　
　

来
福
寺
西
地
内

　 

（
浪
江
東
中
学
校
南
西
角
）

　

●

建　

物
　
　

　
　

木
造
　

平
屋
建

　

●

規　

模　

　

　
　

延
床
面
積
　
4
8
9
㎡
　

　
　

敷
地
面
積
　
3,
0
3
2
㎡

　2
、 

開
園
時
期　

   

　
　

平
成
30
年
4
月
予
定

　 

（
一
時
預
か
り
を
行
う
場
合
、
平

　
　

成
29
年
11
月
頃
予
定
）

3
、 

定　
　

員　

 

30
名　

　 

4
、 

募
集
開
始
時
期　

　

　
　

平
成
２９
年
１０
月
予
定

　 

教
育
委
員
会
事
務
局

　 

子
育
て
支
援
係

　 

0
2
4
0
（
34
）
0
2
5
2

１．目的

　平成30年４月開園に向けて町が整備している「認定こども園」
　について、子どもたちや保護者、町民の皆さんに親しまれる名
　称を募集します。

２．応募資格

　浪江町に住民登録のある方または浪江町出身の方

３．応募期間

　平成29年4月5日（水）～4月21日（金） 必着

３．応募方法

　・郵送、ＦＡＸ、Eメール、窓口へ持参のいずれかの方法でご応
　　募ください。
　・任意様式に、件名『認定こども園名称』とし、本文に必要事
　　項を記入してください。
　【必要事項】　　

　①名称　②名称の説明（名称の意味やアピールポイントなど）
　③応募者の浪江の住所・出身地の大字　
　④応募者の避難先・現在の住所 ⑤氏名 ⑥年齢 ⑦電話番号

４．応募先 
　〈郵送の場合〉〒979-1592
　福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7番地の2
　浪江町教育委員会事務局　子育て支援係　宛て

　〈ＦＡＸの場合〉　　0240（34）3659

　〈Eメールの場合〉　   kodomoen@town.namie.lg.jp

　〈持参の場合〉　浪江町教育委員会事務局　子育て支援係

5．選考方法および発表

　関係者で協議し決定します。決定した名称は町ホームページ
　および広報なみえ、タブレットにて発表予定です。　

６．注意事項

　・応募点数は1人１点とします。
　・決定した名称に関する一切の権利は、浪江町に帰属するも
　　のとします。
　・最終的な名称は、必ずしも応募の中から選定されるとは限
　　らないこと、また、応募数の多い名称が選定されるとは限ら
　　ないことを、あらかじめご承知おきください。

こども園の名称募集！

　昨年度まで「ゆったり子育てアドバイス」と題して掲載していました
が、今年度からは「子育て広場」に名称を変更しました。子育てに関す
るアドバイスに加え、季節の歌や手遊び、建設中のこども園の情報な
ど、さまざまな情報や案内を掲載してまいります。
　今回は、「こども園の名称募集」についてご案内します。

　　浪江町教育委員会事務局　子育て支援係　　0240（34）0252

��������

浪江認定こども園（仮称）平面図

給食室
会議室

玄関

子育て
支援室遊戯室倉庫

遊戯室
保育室

（3才児～5才児）

保育室
（3才児～5才児）

乳児室
（0才児～2才児）

ウッドデッキテラス

ウッドデッキテラス

事務室

医務室

乳児用園庭

園　　庭

送
迎
用
駐
車
場

N

教育委員会より
お知らせとお願い

浪
江
町
で
の
小
中
学
校
再
開
・

認
定
こ
ど
も
園
開
設
と

子
ど
も
た
ち
の
通
学
・
通
園
に
つ
い
て

浪
江
認
定
こ
ど
も
園

（
仮
称
）
建
設
中

　

〜
平
成
３０
年
４
月
開
園
〜

　
町
は
、
帰
町
に
向
け
て
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
遊
び
、
学
べ
る
教
育

環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
浪
江
東
中

学
校
校
庭
の
南
西
角
に
「
浪
江
認
定

こ
ど
も
園
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
基
礎
工
事
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
29
年
7
月
末
完
成
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

で
の
解
除
と
浪
江
町
で
の
小
・
中
学

校
再
開
に
時
間
的
な
ズ
レ
が
生
じ
、

町
民
の
皆
さ
ま
や
子
ど
も
た
ち
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
を
申
し
訳

な
く
思
い
ま
す
。

   

こ
の
こ
と
か
ら
、
学
校
再
開
に
先

立
っ
て
浪
江
町
に
戻
る
ご
家
庭
の
お

子
さ
ん
の
通
学
に
つ
い
て
は
、
町
立

学
校
の
再
開
ま
で
は
近
隣
の
自
治
体

の
学
校
に
通
学
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
整
え
、
必
要
な
支
援
を
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
自
身

や
保
護
者
の
お
考
え
を
聴
き
な
が
ら

て
い
ね
い
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
浪
江
町
教
育
委
員
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

ま
た
、
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ

ん
を
受
け
入
れ
る
認
定
こ
ど
も
園
に

つ
い
て
、
本
格
的
開
園
は
平
成
３０
年

４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
一
時

預
か
り
な
ど
に
つ
い
て
は
平
成
２９
年

１１
月
か
ら
の
受
け
入
れ
を
想
定
し
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
も
教
育
委
員
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
平
成
２９
年
２
月
２７
日
、
浪
江
町
は

政
府
か
ら
示
さ
れ
た
平
成
２９
年
３
月

３１
日
の
避
難
指
示
の
一
部
地
区
で
の

解
除
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
表
明

し
、
こ
れ
を
受
け
て
国
の
決
定
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

 

浪
江
町
教
育
委
員
会
は
、
町
の
復

興
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
学
校
再
開
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ

と
に
関
し
て
町
民
代
表
の
方
々
か
ら

成
る
「
浪
江
町 

町
立
小
・
中
学
校

に
係
る
検
討
委
員
会
」
で
検
討
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
そ

の
検
討
委
員
会
よ
り
、「
浪
江
東
中
学

校
の
校
舎
を
改
修
し
た
新
た
な
学
校

の
再
開
は
、
早
け
れ
ば
平
成
３０
年
４

月
を
目
標
と
し
、
学
校
づ
く
り
に
つ

い
て
保
護
者
・
地
域
住
民
と
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
し
、
諸
条
件
の
進
捗
状
況

を
見
極
め
た
上
で
浪
江
町
が
最
終
的

に
判
断
す
る
こ
と
」
と
の
考
え
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
れ
を
尊
重
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
な
環
境
で
安
心
し
て
学
べ

る
よ
う
、
で
き
る
限
り
の
条
件
整
備

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

国
に
よ
る
避
難
指
示
の
一
部
地
区

 

な
お
、
浪
江
町
で
の
小
・
中
学
校

再
開
や
認
定
こ
ど
も
園
開
設
の
準
備

状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
広

報
な
み
え
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
関
す
る
こ
と

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
係

　 

0
2
4
3
（
62
）
0
3
0
1

認
定
こ
ど
も
園
に
関
す
る
こ
と

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
子
育
て
支
援
係

　 

0
2
4
0
（
34
）
0
2
5
2

・

・

・

　

◆
重
ね
て
の
お
願
い

　
原
発
事
故
で
全
国
各
地
に
避

難
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
い
じ

め
な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る
報
道

が
あ
り
、
大
変
心
配
し
て
お
り

ま
す
。

　
も
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で

お
悩
み
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
浪
江
町
教
育
委
員
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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　健康保険課健康係
　0240（34）0249

　0243（62）0168����������������������
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係

0240（34）0241　　

２月19日、請戸地区の伝統行事「安波祭」

が福島市の笹谷東部仮設住宅で開催され、請

戸芸能保存会による神楽と田植え踊りが披露

されました。

会場は、強風と雪で荒れた天気ではありま

したが、厳かな雰囲気の中、集まった町民は

復興への願いをひとつにしました。

���������������������

������������������

４月以降も、環境省によるごみステーションに出されたごみの回収を行います。

燃えるごみと燃えないごみに分け、中身の見える透明または半透明の袋に入れてお出しください。

なお、刃物や割れ物などの危険物は新聞紙や布類などで包み、「ワレモノ」などの表示をしてく

ださい。回収中の事故を防ぐためにご協力をお願いします。

粗大ごみの戸別回収も引き続き行う予定ですが、期間や回収事業者、お問い合わせ先等の詳細

は、決まり次第改めてお知らせします。

����������������

国による家屋等の解体申請の受付を継続することとなりました。期間や受付センター等の詳細は

決まり次第、改めてお知らせします。

��������������

　住民課除染環境係　　0240（34）0228

環境省福島環境再生事務所
浜通り北支所

　 0244（26）9912
受付時間：平日　８時30分～17時15分

※「ごみの出し方について」とお伝えください。

ごみの出し方についてのお問合わせ先

浪江町役場
住民課除染環境係

　 0240（34）0228
受付時間：平日　８時30分～17時15分
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東日本大震災から６年となる３月

11日、県警本部主催による行方不明

者の特別一斉捜索が請戸地区で行わ

れました。当日は町をはじめ県内各

警察署や双葉地方広域消防本部など

関係機関が参加し、行方不明者の手

がかりとして、ネームプレート、お

もちゃや携帯電話を発見しました。

行方不明者の捜索活動は現在も月

命日に続けられています。

�����������������

浪江中学校の卒業証書授与式が、二本松市内の仮校舎体育館で行われ

ました。証書授与の後、卒業生10名を代表して齊　希歩さんが壇上に

立ち、保護者や先生方へ感謝の気持ちを伝えました。また、苦楽を共に

した仲間たちには「みんなと出会えて本当によかった。みんなは最高に

して最強のクラスメートです」、７人の在校生には「さらに少人数に

なって心細いかもしれないが、浪江中学校は多くの人の心のふるさと。

みなさんの活躍が多くの人の元気の源になる。浪中の誇りをもって校歌

を歌い継いでほしい」と励ましの言葉を贈りました。

卒業式歌では、３年の生徒がみんなで作詞し板橋優子先生が作曲した

「未来の光へ」も披露され、続いてみんなが慣れ親しんだ浪江中学校校

歌の斉唱で式は締めくくられました。

震災当時小学校３年生だった子どもたちは、立派に中学を卒業し、そ

れぞれの夢を胸に次のステージへと羽ばたいていきました。

�����������������

������������������

２月25日、請戸漁港に６年ぶりに相双漁業組合請戸地

区の26隻すべての漁船が戻ってきました。大漁旗を掲げ

た漁船が一斉に港に戻る様子は勇壮で、多くの方が見

入っていました。

また、漁師の方々は久しぶりに請戸漁港に戻ることが

できた喜びをにじませていました。

２月27日、二本松

警察署「ウルトラ警

察隊」の皆さんが浪江中学校（二本松市）を訪れ、

生徒との交流会が開催されました。二本松警察署に

は警視庁、他県警から６名の隊員の方が特別出向し、

二本松管内だけでなく浪江町内のパトロールや、行

方不明者の方の捜索活動を行っています。

交流会では、隊員の方が町内の小中学校や浪江駅

などを撮影したビデオをもとに町の現状を学んだ

り、生徒から質問が出されたりしました。また、隊

員の方のハンドベルに合わせて、全校生徒で合唱し

たり、ウルトラ警察隊の皆さんと記念撮影を行い貴

重な時間を過ごしました。
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問合せ

申込み

電　話

ファクス

メールアドレス

ホームページアドレス

フリーダイヤル

問

e

FAX

URL

TEL

申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

　浪江診療所　　0240（23）6173
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み
な
さ
ま
か
ら
役
場
二
本
松
事
務
所
へ

義
援
金
等
を
お
届
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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２
月
21
日　

福
島
民
報
社
様
（
ア
カ
マ
ツ
・
街
路

灯
１
基
）

３
月
９
日　

福
島
県
立
浪
江
高
等
学
校
津
島
校
父

母
と
教
師
の
会　

会
長　

柴
田　

明
範
様

津
島
校
同
窓
会
様
（
寄
付
金
）

２
月
13
日　

浪
江
町
立
大
堀
中
学
校
昭
和
41
年
度

卒
業
生
有
志
様
（
義
援
金
）

２
月
16
日　

大
船
渡
市
郷
土
芸
能
協
会
様
（
義
援
金
）

（
写
真
：
南
津
島
郷
土
芸
術
保
存
会
）

4月は

11時～14時
８日 土

11時～14時
９日 日

毎月

第2土
曜・日曜

は

まるし
ぇの日

♪

5 月は 13 日（土）、14 日（日）に開催予定！

３月は 11 日（土）、12 日（日）に開催しました！

８日（土）

福島県のほのぼの夫婦デュオ「IN THE WIND」
①11 時 30 分～ ②13 時～

・秋田県大仙市の大曲納豆汁
　旨めもの研究会による

　「大曲納豆汁」販売

駐車場は役場敷地内駐車場をご利用ください。

Nobyさんによるトランペット
が響き渡りました。

DREAMCOLORSが盛り上げ
ました。

皆様のお越しを心よりお待ちしております。

・来場記念品プレゼント

９日（日）

南相馬市の「あいまい連」、「野馬追連」による
「阿波踊り」

①11 時 30 分～ ②13 時～

ステージ
イベント

産業振興課 商工労働係 　　0240（34）0247

6 月のまるしぇの日イベントに出演する
団体を募集します。1 日あたり２団体、
出演時間 30 分、既定の謝礼をお支払い

します。

申込締切　4 月 28 日（金）

詳しくは産業振興課までお問い合わせくだ
さい。

イベント出演者募集！
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お知らせ版

〒964－0984
福島県二本松市北トロミ573番地代表ＴＥＬ０２４３（６２）０１２３直通ＴＥＬ０２４３（６２）４７３１http://www.town.namie.fukushima.jp＊毎週土・日・祝日は閉庁日です。

ホームページの情報は携帯でもご覧いただくことができます。

発行　浪江町役場復興推進課

№69　浪江町を離れ、避難生活を余儀なくされている町民の皆さんへ、
各種情報をお届けします。※平成29年３月２日現在の情報を掲載しています。今後、内容が変更され

ることもありますので、あらかじめご了承ください。

（平成29年３月15日発行）

浪江町公式フェイスブック・ページ「つながろう　なみえ」町からのお知らせや写真などがご覧いただけます。

ＱＲコードをご利用ください。 �
�
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浪江町役場企画財政課情報統計係 　　0240（34）0241（直通）

浪江町タブレットサポートセンター ※通話料無料

　☎ 0800（919）3287 （平日9時～17時15分） 

番号が変わります

なみえタブレット 通 信

　タブレット担当は、浪江町本庁舎２階の企画財政課（旧復興推進課）

となります。引き続き二本松事務所の窓口でも相談をお受けしますので、

「操作がわからない」「タブレットの調子が悪い」など、お困りの際には

ぜひお越しください。
★毎週月曜日は二本松事務所の相談窓口の体制を強化してお待ちしています！

　「タブレットの利用に関する意思確認調査」で利用継続を希望した方の、リコー

ルによるタブレットの交換が進んでいます。まだ古いタブレットをご利用の皆さ

ん、回収日の調整はお済みですか？「連絡がまだ来ない…」という方は、大変お

手数ですが浪江町タブレットサポートセンターへご連絡ください。

　回収後、３週間程度で新しいタブレットをお届けします。

　サークル活動や交流会の中で、一緒にタブレッ

トの操作も学びませんか？

　しっかり学びたい方向けの２時間講習から、お

話ししながら質問に答える形式まで、ご相談に応

じます。

　参加者を５人以上集めていただければ、現地へ

お伺いします。お気軽にお問い合わせください。

〈質問例〉

 ●● なみえ新聞へ写真投稿がしたい！

 ●● マップの機能を使いたい！

 ●● 「つながっぺ」の新機能が知りたい！

 ●● 電源の入れ方から教わりたい！

 ●● 動画を見たり音楽が聞きたい！など

4月からタブレットの相談窓口が変わります

タブレットのお問い合わせ番号が0で始まる方へ

※タブレットは１住所につき１台の貸出しです。タブレット所有者同士が同居となった場合には、１台をご返却く
　ださい。また、不要になった際にも、随時返却できます。タブレットサポートセンターまでお申し出ください。

３月 4 日（土）に開催した「３ .11

なみえ復興のつどい」のタブレット

ブースは、おかげさまでたくさんの

皆さんにお越しいただき大盛況でし

た。ありがとうございました。

〈出前講座のご案内〉

タブレットの疑問・質問にお応えします
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ごみの出し方は、
市町村によって違います���������

ごみの分別方法や出し方は、お住まいの市町村

により異なります。それぞれ決められたごみの出

し方を遵守してください。

また、買い物の時にエコバックを持参してレジ

袋をもらわないようにするなど、ごみの減量化・

リサイクル（再利用）を日々の生活から心掛けま

しょう。
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消防署からのお知らせ

〈消防署連絡先〉

浪江消防署　 0240（34）7360

富岡消防署　 0240（25）2119

火事と救急は
119番

住宅用火災警報器は、10年を目安に
交換をおすすめします！

ボタンを押す、またはひもを引いて作動確認をします。
●定期的に家族で火災時の警報音を確認しましょう。

正常をお知らせするメッセージまたは
火災警報音が鳴ります。

注）警報音はメーカーや
　　製品により異なります。

電池がきちんとセットされているか、
ご確認ください。

●それでも鳴らない場合は、
　「電池切れ」か「機器本体の故障」
　です。取扱説明書をご覧ください。
　

正常な場合は？ 音が鳴らない場合は？

春は、全国的に空気が乾燥しやすく火災が起きやす
い時季です。
以下の点に注意して火災予防に努めましょう。

寝たばこやたば
この投げ捨ては
しない

ストーブには燃
えやすい物を近
づけない

コンロ使用中に
離れる場合は火
を消す



　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、

そして福島第一原子力発電所の事故により、福島

県内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難

生活、先の見えない不安の中で、町民の皆さんが

どのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱

いているのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江の

こころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、町民の皆さんの

声を「浪江のこころ通信」を通してお届けし、ふ

るさと浪江町がかつての暮らしを取り戻すことへ

の願いとこだわりを発信・共有しようとするもの

です。
※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、

東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の

まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、

企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ

支援ネットワーク。仙台が本拠地。

���

����������
● 第70号 ●

「浪江のこころ通信／第70号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7－2

　　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0240（34）4593
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管野千代子さん（権現堂）
取材者：地域社会デザイン・ラボ　遠藤

取材日：１月24日

“被災を語り継ぐ”ことが私たちの努め
栃木県

震災前は、権現堂の自宅でガーデニングを楽しんでいた

管野さん。現在の住まいである那須塩原市には、平成26年

12月に引っ越されました。広くなったお庭で花を咲かせ、

震災後の記録写真を撮りに浪江に通いながら、現在の生活

を送っておられます。

◆
今
の
住
ま
い
は
、
浪
江
に
似
た
静

か
な
場
所
　
　
　

浪
江
は
、
い
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

住
む
人
の
顔
が
わ
か
り
、
買
い
物
も

便
利
で
、
海
・
山
・
川
・
畑
・
田
ん

ぼ
と
自
然
豊
か
で
し
た
。
住
ん
で
30

年
の
歴
史
は
宝
物
で
す
。

震
災
後
、
避
難
し
て
住
ん
で
い
た

の
は
福
島
市
。
そ
の
後
、
ど
こ
で
新

た
な
暮
ら
し
を
始
め
よ
う
か
と
考
え

て
い
た
時
、
夫
の
友
人
か
ら
「
那
須

塩
原
市
が
静
か
で
便
利
だ
」
と
勧
め

ら
れ
、
現
在
の
場
所
に
家
を
建
て
ま

し
た
。
近
く
に
田
ん
ぼ
や
畑
・
山
・

川
も
あ
り
鮎
釣
り
も
で
き
ま
す
。
浪

江
の
室
原
あ
た
り
に
似
て
い
る
か

な
。
土
地
の
人
も
親
切
で
こ
こ
に
来

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

◆
花
を
育
て
、
再
生
す
る
喜
び

浪
江
に
住
ん
で
い
る
こ
ろ
か
ら
好

き
だ
っ
た
の
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
。
今

も
季
節
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
立
派

な
花
よ
り
、
元
気
を
失
っ
た
花
を
再

生
さ
せ
る
の
が
好
き
で
す
。
浪
江
で

は
蘭
を
見
事
に
咲
か
せ
、
知
人
の
店

の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
飾
ら
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
で
も
、
と
て
も
残

念
な
の
は
、
浪
江
で
育
て
て
い
た
た

く
さ
ん
の
花
々
の
こ
と
。
避
難
所
に

持
っ
て
行
く
わ
け
に
も
い
か
ず
全
滅

し
ま
し
た
。
と
て
も
悔
し
い
で
す
。

◆
被
災
し
た
経
験
を
各
地
で
語
る

被
災
し
て
知
人
・
友
人
の
住
ま
い

が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
ス
ト
レ
ス
が
積

も
っ
た
か
ら
か
、
亡
く
な
ら
れ
た
方

が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
原
発
事
故
が

な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
浪
江
に
住
み
続

け
て
い
て
…
と
思
う
と
悲
し
く
て
悔

し
い
で
す
。
私
も
那
須
塩
原
市
に
来

て
、
何
で
縁
も
ゆ
か
り
も
無
い
と
こ

ろ
に
…
と
複
雑
な
思
い
で
し
た
が
、

一
年
を
過
ぎ
て
か
ら
落
ち
着
き
ま
し

た
。
今
は
、
原
発
事
故
後
の
被
災
地

の
記
録
写
真
を
撮
り
に
浪
江
に
通
っ

て
い
ま
す
。

震
災
前
に
飯
舘
村
の
写
真
を
撮
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
全
国
20
か
所

で
写
真
展
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に

「
被
災
経
験
を
話
し
て
ほ
し
い
！
」

と
い
う
声
が
あ
り
、
私
の
つ
た
な
い

話
を
し
た
と
こ
ろ
涙
な
が
ら
に
聞
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

◆
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
笑
顔
が
励

み
に

好
奇
心
か
ら
始
め
た
趣
味
の
写
真

撮
影
は
約
30
年
続
い
て
い
ま
す
。
公

民
館
で
の
カ
メ
ラ
教
室
か
ら
始
ま

り
、
公
募
展
に
応
募
し
て
賞
を
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
最
近

は
近
く
の
農
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
を
よ
く
撮
影
し
ま
す
。
は
じ
め
に

声
を
か
け
た
時
は
驚
か
れ
ま
す
が
、

今
で
は
仲
良
し
に
な
っ
て
写
真
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
も
。
そ
う
す
る

と
「
こ
ん
な
写
真
撮
っ
て
も
ら
っ
た

こ
と
な
い
！
」
と
喜
ん
で
く
れ
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
多
く
の
人
と
交
流

し
、
震
災
後
の
浪
江
町
の
記
録
写
真

を
ず
っ
と
撮
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▲撮影した写真「だいこんシスターズ」と共に

������������������

髙橋　俊正さん（赤宇木）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山・松田

取材日：１月29日

他所では死にたくない。
だから、今、帰るための準備をする

◆
浪
江
の
ま
ち
や
人
に
対
す
る
、
今

の
お
気
持
ち
は
い
か
が
で
す
か

「
浪
江
の
こ
こ
ろ
通
信
」
を
読
む

と
、
町
の
み
ん
な
の
様
子
は
よ
く
分
か

る
ん
で
す
よ
。
だ
け
ど
、
最
近
、
帰
還

を
前
提
に
無
理
に
急
い
で
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
農
業
は
？
商
工
業
は
？

浪
江
町
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い

た
人
た
ち
は
？
と
思
う
ん
で
す
。

特
に
、
農
業
は
技
術
と
人
手
が
な

く
て
は
再
興
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
が

忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
金
銭
的
な
支
援
と
し
て
、
国
や

県
は
耕
作
地
の
規
模
に
応
じ
て
、
あ

る
い
は
組
合
な
ど
の
組
織
に
対
し
て

い
ろ
い
ろ
な
補
助
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
私
は
一
人
で
と
こ
と
ん

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
は
い
っ
て
も
、
手
伝
っ
て
く
れ
る

人
が
い
な
け
れ
ば
仕
方
が
な
い
。
町

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

通
じ
て
、
浪
江
に
戻
っ
た
高
齢
の

方
々
が
何
か
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
作
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
町
に
戻
っ
た
時
に
、
農
業

の
基
盤
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

が
心
配
で
す
。
水
路
の
整
備
や
ダ
ム

の
除
染
、
水
の
確
保
は
ど
う
す
る
の

か
な
ど
、
気
が
か
り
な
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

◆
今
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
教
え
て
く
だ

さ
い

二
本
松
市
の
仮
設
住
宅
に
い
る
時

か
ら
、
こ
の
針
道
に
毎
日
通
っ
て
、

地
域
の
達
人
に
学
び
な
が
ら
、
花
づ

く
り
を
極
め
た
い
と
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
た
ま
た
ま
、
こ
の
家
に
以

前
住
ん
で
い
た
ご
夫
婦
が
大
玉
村
に

移
ら
れ
た
の
で
、
越
し
て
来
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
私
は
い
ず
れ
浪
江

に
戻
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
花
き
市

場
で
高
値
の
取
引
が
で
き
る
、
よ
り

品
質
の
良
い
「
り
ん
ど
う
」
な
ど
の

花
を
作
る
た
め
に
、
現
場
で
の
経
験

と
技
術
を
こ
こ
で
研
究
し
て
い
ま

す
。
針
道
の
気
候
は
津
島
と

異
な
り
、
夏
は
暑
く
、
風
が

抜
け
な
い
風
土
で
す
が
、
今

は
ハ
ウ
ス
と
露
地
栽
培
の
両

方
を
試
し
な
が
ら
、
流
行
の

色
や
花
の
付
き
方
を
い
ろ
い

ろ
試
し
て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る

「
り
ん
ど
う
」
の
出
荷
は
6

月
半
ば
か
ら
10
月
頃
ま
で
で

す
が
、
そ
の
ピ
ー
ク
は
お
盆

か
ら
お
彼
岸
で
す
。
夏
の
繁

忙
期
は
、
地
域
の
女
性
2
人

に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

◆
髙
橋
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

何
で
し
ょ
う
か

出
荷
時
期
の
異
な
る
10
月
か
ら
寒

咲
き
の
「
輪
菊
」
や
「
ト
ル
コ
き
き
ょ

う
」
な
ど
を
市
場
向
け
の
商
品
と
し
て

作
り
な
が
ら
、
ミ
カ
ン
や
デ
コ
ポ
ン
、

レ
モ
ン
な
ど
の
柑
橘
類
は
ど
う
か
と

か
、
「
ゴ
ク
ラ
ク
チ
ョ
ウ
カ
」
や
「
デ

ン
フ
ァ
ー
レ
」
、
「
ハ
ラ
カ
ン
タ
（
ジ
ャ

カ
ラ
ン
ダ
）
」
な
ど
の
寒
さ
に
弱
い

花
々
は
ど
う
か
な
ど
、
日
々
勉
強
中
で

す
。
ま
た
、
津
島
で
は
冬
場
の
仕
事
と

し
て
、
伝
統
的
に
菜
種
や
エ
ゴ
マ
、

椿
、
ト
チ
の
実
、
ア
ケ
ビ
な
ど
の
油
搾

り
を
し
て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
復
活
さ
せ

た
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
と

ま
っ
た
耕
地
が
必
要
で
す
し
、
再
び
牛

も
飼
い
な
が
ら
、
繁
殖
に
も
力
を
入
れ

た
い
で
す
。

あ
と
5
年
を
目
途
に
、
帰
郷
に
向

け
て
本
腰
を
入
れ
て
準
備
を
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

福島県

▲普段余り聞くことのできない、花き栽
培のお話や農業にかける心意気をたく
さん聞かせていただきました。

▲「夏の間は忙しくて、げそっと痩せてしま
うんですよ」と、髙橋さん。80cm以上に
仕上げたりんどうの花束は価値が高いそう
です（ご本人から写真提供）。

髙橋さんは若い頃からものづくりが大好きで、東京で大工さんをされていました。ご両親の介護のため

に津島に戻り、大工業と農業を兼ねながら、「りんどう」の栽培や畜産業にも挑み、牛を増やしながら、

ようやく軌道に乗った頃に震災に遭いました。

震災後は、牛の世話をするために、避難をした福島市内の弟さんの家から約 1 か月ほど津島に通った

そうですが、7月に牛を手放し、岳温泉「あづま三番館」に避難。その後、二本松市の仮設住宅を経て、現在、

二本松市針道で花き栽培をしながら暮らしていらっしゃいます。
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脇坂　明さん（権現堂）
取材者：茨城ＮＰＯセンター・コモンズ　菊池

　　　　浪江町復興支援員　八橋・森・小川

取材日：２月10日

これからは楽しいことをやり続けたい

茨城県

脇坂さんは、現在水戸で一人暮らしをされていますが、

プロの資格を持っている社交ダンスをしたり、カラオケを

したり、自分で作詞してＣＤを作ったり、舞台に挑戦した

りと、充実した生活を送っていらっしゃいます。

◆
妻
と
一
緒
に
避
難
所
を
転
々
と
し
て

３
月
11
日
、
介
護
が
必
要
な
妻
を
ベ
ッ

ド
に
寝
か
せ
て
い
た
時
に
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
町
の
防
災
無

線
で
津
波
が
来
る
の
で
直
ぐ
に
逃
げ
る
よ

う
放
送
が
あ
っ
た
た
め
、
妻
を
車
に
乗
せ

て
井
出
に
住
む
娘
の
と
こ
ろ
に
避
難
し
一

晩
過
ご
し
ま
し
た
。

次
の
日
に
は
放
射
能
が
漏
れ
原
発
が
危

な
い
と
の
情
報
が
あ
っ
た
た
め
、
原
町
に

移
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
３
月
12
日
の

原
発
の
爆
発
に
よ
っ
て
、
更
に
西
に
逃
げ

て
福
島
市
ま
で
移
動
し
避
難
所
に
た
ど
り

着
き
ま
し
た
が
、
避
難
所
暮
ら
し
は
介
護

が
必
要
な
妻
と
一
緒
だ
っ
た
た
め
、
ト
イ

レ
が
本
当
に
困
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
福
島
県
内
や
茨
城
県
内
の
親

戚
宅
や
知
人
宅
を
頼
っ
て
10
か
所
ぐ
ら
い

転
々
と
避
難
し
、
2
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
現

在
の
水
戸
の
借
上
げ
ア
パ
ー
ト
に
落
ち
着

き
ま
し
た
。
妻
は
、
息
子
が
経
営
し
て
い

る
介
護
施
設
に
入
居
さ
せ
て
い
る
た
め
、

月
に
１
回
〜
２
回
面
会
に
行
き
ま
す
が
、

現
在
は
ひ
と
り
暮
ら
し
で
す
。

◆
精
神
的
損
害
に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て

納
得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
…

こ

の

地

震

に

よ
っ
て
原
発
が
爆

発
し
、
避
難
暮
ら

し
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
こ
と
に
対
す

る
精
神
的
損
害
に

対
す
る
補
償
に
つ

い
て
、
交
通
事
故

と
同
じ
基
準
で
算

定
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
納
得
す
る
こ

と

が

で

き

ず
、

国
・
県
・
町
・
マ
ス

コ
ミ
等
に
対
し
て
意
見
書
を
送
付
し
た

り
、
県
内
外
の
各
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
い
て
発
表
し
た
り
、
署
名
集
め
な
ど
の

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
一
緒
に
活
動

し
て
く
れ
る
人
も
現
れ
な
か
っ
た
の
で
、

気
持
ち
を
切
り
替
え
て
こ
れ
か
ら
は
楽
し

い
こ
と
を
し
て
過
ご
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

◆
一
人
暮
ら
し
で
も
趣
味
が
あ
れ
ば
生
き

生
き
と
過
ご
せ
ま
す

現
在
の
楽
し
み
は
、
ま
ず
ひ
と
つ
は
銀

行
員
時
代
に
過
ご
し
た
茨
城
県
内
外
の
各

地
を
思
い
な
が
ら
作
っ
た
詩
や
、
恩
人
を

偲
ん
で
作
っ
た
詞
に
プ
ロ
の
先
生
に
曲
を

つ
け
て
も
ら
い
、
自
分
で
歌
っ
て
Ｃ
Ｄ
を

作
る
こ
と
で
す
。
今
後
は
蜷
川
幸
雄
さ
ん

の
奥
様
へ
Ｃ
Ｄ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と

が
目
標
で
、
そ
の
た
め
に
月
に
２
回
程
度

カ
ラ
オ
ケ
に
通
っ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
自
分
が
最
も
得
意
と

す
る
社
交
ダ
ン
ス
で
す
。
社
交
ダ
ン
ス
は

プ
ロ
の
資
格
も
持
っ
て
い
て
、
銀
行
員
時

代
に
は
茨
城
県
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ン
ス
協
会

を
立
ち
上
げ
て
、
社
交
ダ
ン
ス
の
普
及
に

努
め
、
銀
行
を
退
職
後
は
水
戸
で
ダ
ン
ス

教
室
を
開
き
、
10
年
ぐ
ら
い
社
交
ダ
ン
ス

の
指
導
を
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
週
に

２
回
程
度
ダ
ン
ス
教
室
に
通
っ
て
お
り
、

昨
年
は
つ
く
ば
市
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
で
踊
っ
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
企
画
・
原
案
蜷
川

幸
雄
さ
ん
の
「
１
万
人
の
ゴ
ー
ル
ド
シ
ア

タ
ー
２
０
１
６
」
と
い
う
舞
台
に
応
募
し

た
結
果
、
書
類
選
考
を
通
り
舞
台
に
出
演

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
チ
ャ

ン
ス
が
あ
れ
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
今
は
ひ
と
り
で
寂
し
い
時

も
あ
り
ま
す
が
、
身
体
も
い
た
っ
て
健

康
で
大
好
き
な
社
交
ダ
ン
ス
や
カ
ラ
オ

ケ
を
し
な
が
ら
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

て
お
り
ま
す
。

▲脇坂さんが作詞し、歌って作ったＣ
Ｄ「あの日を超えて」「天国からの手
紙」と、出演した「１万人のゴール
ドシアター2016」のパンフレット

▲つくば市のオークラフロンティ
アホテルつくばで開かれたダ
ンスパーティーに、デモンス
トレーションでダンスを披露

　

「
あ
の
日
を
超
え
て
」

作
詞　

脇
坂　

明

１ 

山
脈
は
る
か　

阿
武
隈
の

青
き
海
原
美
し
く

あ
の
日
あ
の
時　

地
響
き
に

ゆ
れ
動
き

母
な
る
海
は　

魔
の
山
と
な
り

押
し
寄
せ
て
き
た

な
す
す
べ
も
な
く　

父
母
と

多
く
の
命

多
く
の
く
ら
し　

う
ば
わ
れ
た

あ
あ　

あ
の
日
を
超
え
て

呼
べ
ど
答
え
ぬ

わ
が
故
郷
へ　

い
つ
の
日
か

２ 

四
季
お
り
お
り
の　

麗
し
き

恵
み
ゆ
た
か
な　

山
や
川

あ
の
日
あ
の
時　

海
辺
か
ら

風
に
の
り

見
え
ぬ
汚
れ
が　

魔
の
手
を
ひ
ろ
げ

染
め
つ
く
さ
れ
た

救
い
を
も
と
め　

呼
ぶ
声
も

無
念
の
涙

す
ま
い
を
追
わ
れ　

散
り
散
り
に

あ
あ　

あ
の
日
を
超
え
て

住
民
は
み
ん
な
で

わ
が
故
郷
へ　

い
つ
の
日
か

や
ま
な
み

う
な
ば
ら

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と

ひ　

と

あ
ぶ
く
ま

��������������������������������������������������������������� ������������������

浅野　勇太さん（権現堂）
取材者：ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会・アミル　柴田

取材日：１月29日

山形に来たときは、
ぜひりんご狩りを楽しんでください

山形県

理美容店「カットハウスハッピー」の常務取締役を務め、浪江店の店長をしていた

浅野さん。現在、山形県白鷹町で家族５人で暮らしながら、妻・祥子さんと朝日町で

りんごの農園を営んでいます。３人のお子さんもすくすく成長しており、長男・秦く

んと次男・嵐くんはサッカー、長女・凜ちゃんはピアノを頑張っています。３人の冬

の楽しみは、近くのスキー場で友達とスキーやそりで遊ぶことと教えてくれました。

◆
子
ど
も
た
ち
と
の
生
活
を
考
え
浪

江
と
環
境
が
似
て
い
る
白
鷹
町
へ

震
災
当
時
は
、
新
店
舗
を
立
ち
上

げ
る
準
備
の
た
め
仙
台
に
単
身
赴
任

し
て
お
り
、
地
震
後
、
家
族
と
ま
っ

た
く
連
絡
が
取
れ
ず
原
発
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
と
て
も
不
安
で
し
た
。
数

日
後
、
電
話
が
や
っ
と
つ
な
が
り
、

妻
の
家
族
と
一
緒
に
仙
台
に
避
難
し

ま
し
た
。
長
男
が
４
月
か
ら
小
学
校

に
入
学
す
る
予
定
だ
っ
た
の
で
避
難

先
の
小
学
校
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

で
す
が
、
都
会
に
来
て
あ
ま
り
に
も

環
境
が
変
わ
り
馴
染
め
な
い
様
子

だ
っ
た
の
で
、
専
門
学
校
の
時
の
同

級
生
を
頼
り
、
浪
江
に
雰
囲
気
が
近

い
白
鷹
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

白
鷹
町
は
環
境
が
の
び
の
び
し
て

い
る
し
、
町
の
方
が
あ
た

た
か
く
、
子
ど
も
た
ち
は

地
域
に
溶
け
込
ん
で
く
れ

て
い
ま
す
。
入
学
式
は
す

で
に
終
わ
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
特
別
に
長
男
一
人

だ
け
の
入
学
式
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
卒

業
な
の
で
、
他
の
子
と
同

じ
よ
う
に
卒
業
ア
ル
バ
ム

に
入
学
式
の
写
真
が
載
る

こ
と
を
あ
り
が
た
く
思

い
、
成
人
し
て
大
人
に

な
っ
て
も
、
一
生
の
友
達

と
な
る
よ
う
大
切
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が

サ
ッ
カ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
入
り
、
私
も
経
験
者
な
の
で

コ
ー
チ
を
始
め
ま
し
た
。
ス
ポ
少
を

始
め
た
こ
と
で
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
が
で
き
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
誰
か

に
会
っ
た
時
に
は
声
を
か
け
て
も
ら

い
ま
す
。
最
初
の
一
年
は
孤
独
を
感

じ
て
い
ま
し
た
し
、
他
の
浪
江
の
お

母
さ
ん
方
か
ら
は
い
じ
め
の
話
も
聞

き
不
安
で
し
た
が
、
年
上
の
お
兄

ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
が
随
分
声

を
か
け
て
く
れ
、
救
わ
れ
ま
し
た
。

知
ら
な
い
土
地
知
ら
な
い
人
の
所
に

来
て
、
子
ど
も
な
が
ら
に
不
安
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
よ
く
頑

張
っ
て
く
れ
た
な
と
思
い
ま
す
。
逆

に
、
子
ど
も
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
る

姿
を
見
て
り
ん
ご
栽
培
と
ス
ポ
少
の

指
導
者
を
し
て
み
よ
う
と
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。
長
男
は
、
海
の
あ
る
風
景

や
散
歩
し
た
妻
の
実
家
の
浪
江
の
風

景
を
覚
え
て
お
り
、
い
つ
か
町
に
入

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
こ
に
い
た

ん
だ
よ
と
浪
江
に
連
れ
て
い
け
れ
ば

い
い
で
す
ね
。

◆
り
ん
ご
農
家
と
し
て
新
し
い
挑
戦

「
カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
ハ
ッ
ピ
ー
」
は
、

浪
江
駅
前
に
あ
り
、
低
料
金
の
理
美
容

店
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
来

て
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
こ
ろ
通
信
で
、
お
客
様

の
元
気
な
姿
や
事
業
を
再
開
し
た
情
報

を
嬉
し
く
見
て
い
ま
す
。

震
災
後
一
年
は
、
宮
城
県
の
震
災

復
興
の
仕
事
に
つ
き
週
末
だ
け
帰
る

生
活
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
朝
日
町

の
り
ん
ご
に
興
味
を
持
ち
訪
れ
た
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
師
匠
の
阿
部

為
吉
さ
ん
に
出
会
っ
た
こ
と
で
、
り

ん
ご
は
面
白
い
と
思
い
就
農
に
至
り

ま
し
た
。
耕
作
放
棄
地
を
開
墾
し
て

畑
を
作
り
、
苗
木
を
植
え
て
一
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
。
一
昨
年
ま
で
師
匠
の

所
で
働
き
教
わ
り
な
が
ら
朝
夕
で
自

分
の
畑
の
管
理
を
し
、
昨
年
か
ら
は

妻
も
仕
事
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
り

ん
ご
約
3
0
0
本
、
ラ
フ
ラ
ン
ス
約

1
5
0
本
を
育
て
て
い
ま
す
。
日
に

当
て
る
無
袋
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、

天
災
や
病
害
虫
に
弱
く
手
は
か
か
り

ま
す
が
、
甘
い
り
ん
ご
が
で
き
ま

す
。
も
し
山
形
に
来
た
ら
、
皆
さ
ん

に
り
ん
ご
狩
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲左から、嵐くん（小4）、凜ちゃん（小1）、勇太さん、
秦くん（小6）
妻・祥子さんも一緒に、家族揃ってお話を聞かせてく
ださいました。
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